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令
和
七
年
第
一
回
議
会
（
三
月
）

定
例
会
で
は
、
令
和
七
年
度
一
般
会

計
予
算
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援
や

教
育
環
境
の
充
実
、
ま
た
公
園
整
備
、

中
心
市
街
地
の
整
備
や
公
共
交
通
施

策
の
拡
充
の
他
、
防
災
・
防
犯
分
野

へ
の
予
算
配
分
の
充
実
、
住
み
よ
い

ま
ち
と
し
て
の
魅
力
向
上
な
ど
に
、

約
４
２
２
億
円
と
過
去
最
大
規
模
の

予
算
編
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
慎
重
審
査
の
結
果
、
今
後
の
取
組

に
期
待
を
込
め
、
若
干
の
意
見
・
要

望
を
付
し
て
賛
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
括
質
疑
で
は
『
こ
ど
も
の
居
場

所
の
充
実
』
と
『
福
祉
と
教
育
、
学

術
機
関
の
連
携
に
よ
る
不
登
校
対
応

・
ひ
き
こ
も
り
支
援
』
に
関
し
て
質

疑
い
た
し
ま
し
た
。
本
紙
に
内
容
の

一
部
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
と
も
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
「
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
な
ど
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
・
安
全
で
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

長
岡
京
市
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
冨
岡
浩
史
・
中
村
亮
太

　

恒
久
的
な
市
民
負
担
軽
減
策
を
！

　
物
価
高
騰
が
く
ら
し
を
直
撃
し
て

い
ま
す
。
市
は
国
の
交
付
金
も
生
か

し
５
千
円
給
付
を
し
ま
す
が
、
国
保

料
は
２
年
連
続
の
大
幅
引
き
上
げ
。

「
恒
久
的
な
市
民
負
担
軽
減
策
を
」

と
求
め
ま
し
た
が
、
市
長
の
答
弁
は

前
向
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
会
計
予
算
は
過
去
最
大
の
４

２
２
億
円
。
新
庁
舎
建
設
の
工
事
費

が
大
き
な
要
因
で
す
。

　
前
市
長
の
最
終
年
度
に
１
２
６
億

円
だ
っ
た
普
通
債
残
高
は
、
３
１
３

億
円
に
。
市
債
残
高
の
増
加
は
、
中

学
校
給
食
や
公
園
整
備
な
ど
市
民
要

望
実
現
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
今
後
40

年
で
１
３
５
０
億
円
の
学
校
建
て
替

え
や
下
水
道
管
更
新
な
ど
の
費
用
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
長
岡
天
神

駅
周
辺
の
大
開
発
を
行
っ
て
財
政
は

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
日
本
共
産
党

は
、
市
民
生
活
最
優
先
の
財
政
運
営

を
求
め
ま
し
た
。　

　
国
民
健
康
保
険
へ
の
国
の
支
出
増

額
を
求
め
る
意
見
書
、
高
額
療
養
費

負
担
増
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
を
可
決
で
き
ま
し
た
。
（
小
）　

　

会 派 意 見の 文責は各会派にあります。

長
岡
京
黎
明
の
会

れ
い

め
い

　
令
和
７
年
度
は
第
４
次
総
合
計
画

第
２
期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
に
あ

た
り
、
一
般
会
計
予
算
は
過
去
最
大

と
な
る
４
２
２
億
円
、
前
年
度
比
14

・
３
％
増
。
３
月
定
例
会
で
は
慎
重

に
審
査
を
行
い
可
決
し
ま
し
た
。

　
保
育
所
や
学
校
施
設
の
整
備
、
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
子
育

て
・
教
育
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
の
た
め
の
同
報

系
防
災
無
線
の
整
備
・
災
害
時
要
配

慮
世
帯
に
自
動
起
動
ラ
ジ
オ
の
配
布

や
見
守
り
機
能
付
き
防
犯
カ
メ
ラ
の

増
設
な
ど
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
対
策
が
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
一
般
質
問
で
は
教
育
と
福

祉
の
連
携
推
進
の
取
り
組
み
、
見
守

り
機
能
付
き
防
犯
カ
メ
ラ
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
の
更
新
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
化
を
、
総
括

質
疑
で
は
今
後
の
課
題
と
財
政
運
営
、

上
下
水
道
事
業
、
ご
み
の
減
量
と
適

正
処
理
に
つ
い
て
質
疑
致
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
生
活
者
目
線
で
、
住

み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
す

る
決
意
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
福
島
和
人
・
石
井
啓
子

　

　
令
和
７
年
第
１
回
議
会
定
例
会
に

提
案
さ
れ
た
第
30
号
議
案
「
令
和
７

年
度
長
岡
京
市
一
般
会
計
予
算
」
審

議
に
お
い
て
は
、
長
岡
京
市
が
住
み

手
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
各

事
業
に
対
し
て
意
見
や
要
望
を
し
、

議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。　

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
全
員
が
登

壇
し
そ
れ
ぞ
れ
課
題
と
考
え
て
い
る

事
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
予
算
審
査
常
任
委
員
会

小
委
員
会
で
は
、
発
言
順
で
進
藤
議

員
・
干
場
議
員
・
大
伴
議
員
が
総
括

質
疑
を
行
い
、
行
政
側
と
議
論
を
深

め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
私
達
「
輝
」
は
、
市
政
課
題
に
つ

い
て
行
政
側
に
意
見
反
映
を
行
い
、

全
て
の
市
民
の
皆
様
に
居
場
所
や
出

番
が
あ
り
、
や
さ
し
さ
に
溢
れ
、
暮

ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を

目
指
し
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
冨
田　
達
也
・
進
藤　
裕
之

　
　
　
宮
小
路
康
文
・
干
場
志
都
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
伴　
　
塁

　

ま
い 

し
ん

　
令
和
７
年
度
予
算
は
総
額
４
２
２

億
円
、
前
年
比
約
53
億
円
増
の
過
去

最
大
規
模
と
な
り
、
市
税
全
体
の
伸

び
率
に
お
い
て
は
前
年
比
１
割
未
満

と
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
確
か
に

デ
ジ
タ
ル
化
や[

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想]

に
約
５
億
円
を

計
上
し
、
教
員
が
一
人
ひ
と
り
の
児

童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
や

「
中
学
生
短
期
留
学
に
係
る
拡
充
と

充
実
」
は
大
切
で
す
。
そ
し
て
「
高

齢
者
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、
介

護
人
材
不
足
」
へ
の
対
応
は
継
続
事

業
と
し
て
の
予
算
が
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
老
い
る
こ
と
に
付
き
ま
と

う
不
安
が
和
ら
ぐ
社
会
」
を
作
っ
て

い
く
こ
と
も
行
政
の
役
割
で
す
。
ま

た
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
は
、

国
の
対
応
待
ち
で
は
な
く
、
市
民
が

暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
施
策

こ
そ
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
「
未
来

へ
の
果
敢
な
投
資
」
を
否
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
身
の
丈
に

合
っ
た
財
政
規
模
を
維
持
す
る
こ
と

も
次
世
代
へ
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を

申
し
述
べ
、
会
派
の
意
見
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
上
村
真
造
・
白
石
多
津
子

　

　
令
和
七
年
度
予
算
は
、
令
和
八
年

十
二
月
の
新
庁
舎
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
に
向
け
、
産
業
文
化
会
館
機
能
や

保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
、
歴
史
資
料
展

示
室
や
に
ぎ
わ
い
広
場
の
建
設
事
業

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
岡

公
園
や
西
山
公
園
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅

東
口
の
再
整
備
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
新
設
に
つ
い
て
賛
成
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
伴

う
観
光
戦
略
や
農
業
分
野
で
の
農
地

保
全
、
農
を
通
じ
た
交
流
と
地
産
地

消
な
ど
商
工
・
農
業
振
興
を
図
る
予

算
に
も
賛
成
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
で
は
新
た
な
公

共
施
設
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
導
入
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
に
よ
り
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
を
目
指
す
答
弁
を
得
ま
し
た
。

防
災
に
関
し
て
長
三
小
再
整
備
で
災

害
用
井
戸
を
整
備
す
る
予
算
、
ま
た

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
学
校
施

設
活
用
や
長
法
寺
小
・
長
八
小
の
施

設
立
て
替
え
計
画
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
み
な
さ
ま
と
共
に
未
来
を

描
き
し
っ
か
り
と
紡
ぐ
、
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
八
木
浩
・
中
小
路
貴
司

　

会派とは、同じ意見や考えを持つ議員が集まってつくるグループのことです。
ここでは３月定例会で審議された内容について、各会派の意見を紹介します。

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算

総
額
は
、
過
去
最
大
で
あ
っ
た
昨
年

の
約
３
７
０
億
円
を
大
き
く
上
回
る

約
４
２
２
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
市
の
借
金
は
、
令
和
５
年
度
で

約
３
６
７
億
円
で
し
た
が
、
令
和
７

年
度
で
は
、
約
４
２
５
億
円
ま
で
増

加
す
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
主
な
要
因
は
、
総
額
で
１
１

８
億
円
を
超
え
る
新
庁
舎
建
設
で
す
。

こ
れ
か
ら
３
小
（
約
51
億
円
）
や
長

中
の
建
替
え
な
ど
が
控
え
て
い
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
が
皆
減
と
な
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
地
方
交
付
税
が
減

額
予
想
さ
れ
て
お
り
、
財
政
的
に
厳

し
い
行
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
事
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
自
治
会
加
入
率

が
令
和
４
年
度
か
ら
、
毎
年
２
・
５

％
程
度
減
少
し
続
け
て
お
り
、
令
和

６
年
度
で
は
加
入
率
が
45
％
に
な
っ

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で

も
「
自
治
会
サ
ポ
」
を
新
た
に
取
り

入
れ
る
と
の
こ
と
で
、
自
治
会
運
営

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て
、

大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
小
谷
宗
太
郎
・
川
口
良
江

　
　

　
令
和
７
年
度
予
算
は
４
２
２
億
円

と
過
去
最
高
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
２
期
庁
舎
も
完
成
し
、

令
和
８
年
度
に
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
ま
す
。
歴
史
資
料
展
示
室

や
に
ぎ
わ
い
広
場
が
新
た
な
市
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
憩
い
の
場

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
公
共
交
通
施
策
の
新
規
事
業
で

は
、
市
営
駐
車
場
事
業
の
余
剰
金
を

活
用
し
、
は
っ
ぴ
ぃ
バ
ス
更
新
な
ど

を
使
途
と
す
る
基
金
の
創
設
、
公
共

交
通
利
用
促
進
策
、
運
転
士
確
保
に

向
け
た
事
業
者
へ
の
助
成
な
ど
、
地

域
公
共
交
通
の
持
続
可
能
性
に
お
い

て
多
角
的
に
検
討
さ
れ
課
題
を
認
識

し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
評

価
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
公
共
下
水
道

で
は
、
下
水
道
管
の
老
朽
化
が
原
因

と
言
わ
れ
る
道
路
陥
没
が
各
地
で
発

生
し
て
い
る
中
、
市
民
の
安
心
の
た

め
に
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
十
分
な
検

討
を
お
願
い
し
、
ま
た
、
乙
訓
休
日

応
急
診
療
所
の
年
末
年
始
に
お
け
る

長
い
待
ち
時
間
等
の
受
診
時
間
の
改

善
策
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
田
村
直
義
・
三
木
常
照

　

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

平
成
自
民
ク
ラ
ブ

平
成
同
志
ク
ラ
ブ

長
岡
京
未
来
の
会

ま
い 

し
ん
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令
和
七
年
第
一
回
議
会
（
三
月
）

定
例
会
で
は
、
令
和
七
年
度
一
般
会

計
予
算
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援
や

教
育
環
境
の
充
実
、
ま
た
公
園
整
備
、

中
心
市
街
地
の
整
備
や
公
共
交
通
施

策
の
拡
充
の
他
、
防
災
・
防
犯
分
野

へ
の
予
算
配
分
の
充
実
、
住
み
よ
い

ま
ち
と
し
て
の
魅
力
向
上
な
ど
に
、

約
４
２
２
億
円
と
過
去
最
大
規
模
の

予
算
編
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
慎
重
審
査
の
結
果
、
今
後
の
取
組

に
期
待
を
込
め
、
若
干
の
意
見
・
要

望
を
付
し
て
賛
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
括
質
疑
で
は
『
こ
ど
も
の
居
場

所
の
充
実
』
と
『
福
祉
と
教
育
、
学

術
機
関
の
連
携
に
よ
る
不
登
校
対
応

・
ひ
き
こ
も
り
支
援
』
に
関
し
て
質

疑
い
た
し
ま
し
た
。
本
紙
に
内
容
の

一
部
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
と
も
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
「
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
な
ど
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
・
安
全
で
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

長
岡
京
市
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
冨
岡
浩
史
・
中
村
亮
太

　

恒
久
的
な
市
民
負
担
軽
減
策
を
！

　
物
価
高
騰
が
く
ら
し
を
直
撃
し
て

い
ま
す
。
市
は
国
の
交
付
金
も
生
か

し
５
千
円
給
付
を
し
ま
す
が
、
国
保

料
は
２
年
連
続
の
大
幅
引
き
上
げ
。

「
恒
久
的
な
市
民
負
担
軽
減
策
を
」

と
求
め
ま
し
た
が
、
市
長
の
答
弁
は

前
向
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
会
計
予
算
は
過
去
最
大
の
４

２
２
億
円
。
新
庁
舎
建
設
の
工
事
費

が
大
き
な
要
因
で
す
。

　
前
市
長
の
最
終
年
度
に
１
２
６
億

円
だ
っ
た
普
通
債
残
高
は
、
３
１
３

億
円
に
。
市
債
残
高
の
増
加
は
、
中

学
校
給
食
や
公
園
整
備
な
ど
市
民
要

望
実
現
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
今
後
40

年
で
１
３
５
０
億
円
の
学
校
建
て
替

え
や
下
水
道
管
更
新
な
ど
の
費
用
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
長
岡
天
神

駅
周
辺
の
大
開
発
を
行
っ
て
財
政
は

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
日
本
共
産
党

は
、
市
民
生
活
最
優
先
の
財
政
運
営

を
求
め
ま
し
た
。　

　
国
民
健
康
保
険
へ
の
国
の
支
出
増

額
を
求
め
る
意
見
書
、
高
額
療
養
費

負
担
増
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
を
可
決
で
き
ま
し
た
。
（
小
）　

　

会 派 意 見の 文責は各会派にあります。

長
岡
京
黎
明
の
会

れ
い

め
い

　
令
和
７
年
度
は
第
４
次
総
合
計
画

第
２
期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
に
あ

た
り
、
一
般
会
計
予
算
は
過
去
最
大

と
な
る
４
２
２
億
円
、
前
年
度
比
14

・
３
％
増
。
３
月
定
例
会
で
は
慎
重

に
審
査
を
行
い
可
決
し
ま
し
た
。

　
保
育
所
や
学
校
施
設
の
整
備
、
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
子
育

て
・
教
育
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
の
た
め
の
同
報

系
防
災
無
線
の
整
備
・
災
害
時
要
配

慮
世
帯
に
自
動
起
動
ラ
ジ
オ
の
配
布

や
見
守
り
機
能
付
き
防
犯
カ
メ
ラ
の

増
設
な
ど
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
対
策
が
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
一
般
質
問
で
は
教
育
と
福

祉
の
連
携
推
進
の
取
り
組
み
、
見
守

り
機
能
付
き
防
犯
カ
メ
ラ
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
の
更
新
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
化
を
、
総
括

質
疑
で
は
今
後
の
課
題
と
財
政
運
営
、

上
下
水
道
事
業
、
ご
み
の
減
量
と
適

正
処
理
に
つ
い
て
質
疑
致
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
生
活
者
目
線
で
、
住

み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
す

る
決
意
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
福
島
和
人
・
石
井
啓
子

　

　
令
和
７
年
第
１
回
議
会
定
例
会
に

提
案
さ
れ
た
第
30
号
議
案
「
令
和
７

年
度
長
岡
京
市
一
般
会
計
予
算
」
審

議
に
お
い
て
は
、
長
岡
京
市
が
住
み

手
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
各

事
業
に
対
し
て
意
見
や
要
望
を
し
、

議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。　

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
全
員
が
登

壇
し
そ
れ
ぞ
れ
課
題
と
考
え
て
い
る

事
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
予
算
審
査
常
任
委
員
会

小
委
員
会
で
は
、
発
言
順
で
進
藤
議

員
・
干
場
議
員
・
大
伴
議
員
が
総
括

質
疑
を
行
い
、
行
政
側
と
議
論
を
深

め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
私
達
「
輝
」
は
、
市
政
課
題
に
つ

い
て
行
政
側
に
意
見
反
映
を
行
い
、

全
て
の
市
民
の
皆
様
に
居
場
所
や
出

番
が
あ
り
、
や
さ
し
さ
に
溢
れ
、
暮

ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を

目
指
し
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
冨
田　
達
也
・
進
藤　
裕
之

　
　
　
宮
小
路
康
文
・
干
場
志
都
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
伴　
　
塁

　

ま
い 

し
ん

　
令
和
７
年
度
予
算
は
総
額
４
２
２

億
円
、
前
年
比
約
53
億
円
増
の
過
去

最
大
規
模
と
な
り
、
市
税
全
体
の
伸

び
率
に
お
い
て
は
前
年
比
１
割
未
満

と
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
確
か
に

デ
ジ
タ
ル
化
や[

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想]

に
約
５
億
円
を

計
上
し
、
教
員
が
一
人
ひ
と
り
の
児

童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
や

「
中
学
生
短
期
留
学
に
係
る
拡
充
と

充
実
」
は
大
切
で
す
。
そ
し
て
「
高

齢
者
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、
介

護
人
材
不
足
」
へ
の
対
応
は
継
続
事

業
と
し
て
の
予
算
が
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
老
い
る
こ
と
に
付
き
ま
と

う
不
安
が
和
ら
ぐ
社
会
」
を
作
っ
て

い
く
こ
と
も
行
政
の
役
割
で
す
。
ま

た
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
は
、

国
の
対
応
待
ち
で
は
な
く
、
市
民
が

暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
施
策

こ
そ
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
「
未
来

へ
の
果
敢
な
投
資
」
を
否
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
身
の
丈
に

合
っ
た
財
政
規
模
を
維
持
す
る
こ
と

も
次
世
代
へ
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を

申
し
述
べ
、
会
派
の
意
見
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
上
村
真
造
・
白
石
多
津
子

　

　
令
和
七
年
度
予
算
は
、
令
和
八
年

十
二
月
の
新
庁
舎
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
に
向
け
、
産
業
文
化
会
館
機
能
や

保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
、
歴
史
資
料
展

示
室
や
に
ぎ
わ
い
広
場
の
建
設
事
業

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
岡

公
園
や
西
山
公
園
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅

東
口
の
再
整
備
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
新
設
に
つ
い
て
賛
成
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
伴

う
観
光
戦
略
や
農
業
分
野
で
の
農
地

保
全
、
農
を
通
じ
た
交
流
と
地
産
地

消
な
ど
商
工
・
農
業
振
興
を
図
る
予

算
に
も
賛
成
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
で
は
新
た
な
公

共
施
設
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
導
入
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
に
よ
り
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
を
目
指
す
答
弁
を
得
ま
し
た
。

防
災
に
関
し
て
長
三
小
再
整
備
で
災

害
用
井
戸
を
整
備
す
る
予
算
、
ま
た

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
学
校
施

設
活
用
や
長
法
寺
小
・
長
八
小
の
施

設
立
て
替
え
計
画
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
み
な
さ
ま
と
共
に
未
来
を

描
き
し
っ
か
り
と
紡
ぐ
、
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
八
木
浩
・
中
小
路
貴
司

　

会派とは、同じ意見や考えを持つ議員が集まってつくるグループのことです。
ここでは３月定例会で審議された内容について、各会派の意見を紹介します。

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算

総
額
は
、
過
去
最
大
で
あ
っ
た
昨
年

の
約
３
７
０
億
円
を
大
き
く
上
回
る

約
４
２
２
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
市
の
借
金
は
、
令
和
５
年
度
で

約
３
６
７
億
円
で
し
た
が
、
令
和
７

年
度
で
は
、
約
４
２
５
億
円
ま
で
増

加
す
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
主
な
要
因
は
、
総
額
で
１
１

８
億
円
を
超
え
る
新
庁
舎
建
設
で
す
。

こ
れ
か
ら
３
小
（
約
51
億
円
）
や
長

中
の
建
替
え
な
ど
が
控
え
て
い
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
が
皆
減
と
な
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
地
方
交
付
税
が
減

額
予
想
さ
れ
て
お
り
、
財
政
的
に
厳

し
い
行
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
事
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
自
治
会
加
入
率

が
令
和
４
年
度
か
ら
、
毎
年
２
・
５

％
程
度
減
少
し
続
け
て
お
り
、
令
和

６
年
度
で
は
加
入
率
が
45
％
に
な
っ

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で

も
「
自
治
会
サ
ポ
」
を
新
た
に
取
り

入
れ
る
と
の
こ
と
で
、
自
治
会
運
営

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て
、

大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
小
谷
宗
太
郎
・
川
口
良
江

　
　

　
令
和
７
年
度
予
算
は
４
２
２
億
円

と
過
去
最
高
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
２
期
庁
舎
も
完
成
し
、

令
和
８
年
度
に
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
ま
す
。
歴
史
資
料
展
示
室

や
に
ぎ
わ
い
広
場
が
新
た
な
市
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
憩
い
の
場

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
公
共
交
通
施
策
の
新
規
事
業
で

は
、
市
営
駐
車
場
事
業
の
余
剰
金
を

活
用
し
、
は
っ
ぴ
ぃ
バ
ス
更
新
な
ど

を
使
途
と
す
る
基
金
の
創
設
、
公
共

交
通
利
用
促
進
策
、
運
転
士
確
保
に

向
け
た
事
業
者
へ
の
助
成
な
ど
、
地

域
公
共
交
通
の
持
続
可
能
性
に
お
い

て
多
角
的
に
検
討
さ
れ
課
題
を
認
識

し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
評

価
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
公
共
下
水
道

で
は
、
下
水
道
管
の
老
朽
化
が
原
因

と
言
わ
れ
る
道
路
陥
没
が
各
地
で
発

生
し
て
い
る
中
、
市
民
の
安
心
の
た

め
に
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
十
分
な
検

討
を
お
願
い
し
、
ま
た
、
乙
訓
休
日

応
急
診
療
所
の
年
末
年
始
に
お
け
る

長
い
待
ち
時
間
等
の
受
診
時
間
の
改

善
策
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
田
村
直
義
・
三
木
常
照

　

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

平
成
自
民
ク
ラ
ブ

平
成
同
志
ク
ラ
ブ

長
岡
京
未
来
の
会

ま
い 

し
ん


